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　　　　 　提 言 　『コロナ禍と大学教育』

　2020 年の年明けとともに始

まった新型コロナウイルスの感

染拡大は、私たちの日常生活だ

けでなく経済活動にも大きな打

撃を与え、社会全体を一変させ

てしまった感があります。

 　未知のウイルスに対する危機

感が高まった 3 月には全国の小

中高等学校が一斉臨時休業にな

るなど、学校教育においても活

動の中止や自粛の動きが広がりました。

　大学も例外ではなく、感染防止のため多くの大

学が入学式を中止し、対面授業から遠隔授業に移

行したことによりキャンパスから学生の姿が消え、

多様な人々が交流する場である大学にコロナ禍は

深刻な影響を及ぼしました。

　4 月の緊急事態宣言から数カ月を経過した今と

なっては、感染防止の生活スタイルにも慣れマス

ク着用や手指消毒、3 つの密を避ける行動も定着

してきましたが、この 1 年間を振り返ると新型コ

ロナウイルスの発生前には全く想像できなかった

社会環境に移行してしまったことに気付きます。

　現在進行中のコロナ禍はまさに「予測不可能な

時代」を象徴する出来事であり、前年の延長上に

今年があると信じて生きてきた私たちにとって、

想定外の現実を目の当たりにした衝撃は大きく、

一人一人の価値観だけでなく社会全体の価値基準

や優先順位が大きく変化する可能性があります。

　このように不確実性の増した現代社会におい

て、次代を担う人材を育成する大学教育への関心

は高く、文部科学省の中央教育審議会が出した答

申「2040 年に向けた高等教育のグランドデザイン」

（2018 年 11 月）では、「21 世紀型市民」に思考力、

判断力、俯瞰力、表現力などの能力や幅広い教養、

高い公共性・倫理性などの資質が必要と指摘して

います。

　4 月に奈良県立大学の学長に就任した私にとっ

て、コロナ対応は予測不可能な時代の大学運営そ

のものであり、大学自身の思考力、判断力、俯瞰

力、表現力が試されることになりました。就任早々

の 4 月 1 日には、学生に感染拡大防止の行動を求

めるメッセージ「新型コロナウイルスに関する緊

急要請」を発出し、コロナ対策会議を設置しました。

　学生の生活状況を把握し、感染者数の推移、国

や県からの要請などを総合的に判断しながら安全

かつ安定した教育をオンラインで実施した結果、

一人の感染者も出すことなく前期の授業を終える

ことができました。授業がオンライン化されたこ

とにより、学生の授業選択の自由度が上がり繰り

返し学習や集中力の向上などの効果が見られた反

面、家に籠り課題に取り組む毎日を過ごすことに

より学生の孤立化が進むという課題も明らかにな

りました。大学教育は正課としてのカリキュラム

だけで完結するものではなく、学内外の多くの人

と交流し多様な人間関係の中で成長し社会性を身

に着けることに学生生活の重要な意義があります。

　そのような大学での幅広い学びの機会を提供す

るために、後期は安全対策を十分施したうえで学

生の登校を可能とし、ゼミと一部の講義科目の対

面授業を再開することとしました。

　ウィズコロナ時代では、想定外の困難に際して

的確な判断をするための基盤となる教養、知識、

そして社会的経験を備えた人材が求められます。

　本学では、学生が自らを社会の一員として自覚

し、学びの社会的意味を理解し、学修の質を向上

させる機会としての「インターンシップ」を重視し、

その内容を充実するために大学と社会の関係強化

をより一層進めたいと考えています。

　奈良経済産業協会および会員企業の皆様には、

引き続きインターンシップを始めとする多様な連

携を通じて次代の人材の育成にご協力をお願いい

たします。

－１－

奈良県立大学

学長

浅田尚紀氏



が大切である。策定においては影響度分析を充分

行って、業務の優先度や業務実施での意思決定に

必要な基準を明確化することが大切である。

　例えば、従業員が出勤できない場合の対策を考

えることで、感染症だけでなく、自然災害の場合

にでも活用できる。また、ＢＣＰの実効性を維持

していくには、策定して終わりではなく、陳腐化

を避けるため、ＰＤＣＡを愚直に回し、継続的に

改善を行って向上させていくことが重要である。

　事業継続においては感染拡大対策が最重要で、

テレワークの導入や、難しい場合には職場の人口

密度の削減、場所や時間の分散化等によって、ク

ラスターを生みにくい業務遂行体制が必要である。

　また、取引先等も被害・影響を受けて、サプラ

イチェーンが機能しなくなり、調達に支障が起こ

ることが考えられる。対応策としては、代替取引

先の確保や、取引先への業務支援、内製化、在庫

積み増し等を検討しておくことが重要である。

　特に今回のコロナ禍の対応で、事業継続におい

て最も関心を集めたのがテレワークである。当初

は緊急避難的に手探りで取り組まれたが、今後継

続的なテレワークの推進においては、テレワーク

で出来る・出来ない業務、すべき・すべきでない

業務を明確にするとともに、既存の業務プロセス

を見直し改善し（紙仕事が多い・目に見えない仕

事が多い等）、生産性が高い・３密を避けた業務へ

変革させていくことが大切である。

　テレワークに当たっては、始業・終業時間の管

理に加え、中抜け時間等の業務中断時間の取扱い、

時間外・休日労働時間の指示等について、しっか

りと基準を明確にして管理することが求められる。

　また、テレワークの長期化により、孤立化によ

る「うつ病」の防止対策も重要な課題となってくる。

　今回の新型コロナにより、明らかになった様々

な課題を踏まえ、感染防止を最優先に、緊急時に

役立つ事業継続の中身を今一度見直して頂きたい。

　会員相互の交流と今後の企

業経営に資するべく、恒例の

「経営実践セミナー」を開催致

しました。

　新型コロナウイルスの感染

拡大により、甚大な影響を受

ける中で、今後はウィズコロ

ナを前提にした事業運営への

対応が重要且つ不可欠です。

　今回、有限責任監査法人

トーマツ・リスクアドバイ

ザリー事業本部シニアマネ

ジャーの平瀬岳彦様から、『感染症対策を考慮した

ＢＣＰ ( 事業継続計画）の構築』をテーマにご講

演を頂きました。

　講演会実施に際しては、三密を避けた感染防止

対策と共に、安全に十分配慮の上で実施しました。

（尚、恒例の「交流懇親会」は中止しました）

＜講演要旨＞　

　新型コロナウイルスの感染拡大による影響は、

長期的に継続し且つ状況は日々変化しており、見

えないリスクで生命に影響が及び、グローバルに

世界同時多発的に広がり被害拡大がとどまらない。

　これまでのＢＣＰは特定の被災時に、どうビジ

ネスを継続するかが重要だった。しかし、これか

らのＢＣＰは、見えない感染症に対して、従業員

をはじめ様々なステークホルダーへの影響を踏ま

えながら、中長期的な視点で自社の関わるサプラ

イチェーン全体を考えることが求められ、これま

でとは違った対策が必要となっている。

　ウィズコロナの時代では、今回の新型コロナ対

応における経験・教訓を踏まえ、３密を避けた業

務実施体制が不可欠であり、テレワークの活用な

ど感染防止を前提に、「経営戦略」と「事業戦略」

の両面から業務を改善していくことが求められる。

　災害時の「初動対応」では、対策本部の立ち上

げや、従業員の安否確認等の対応とともに、「事業

継続」として、拠点が機能しない・従業員が出社

できない等が起こる中で、各部署が横断的に協力

し如何にビジネスを続けられるかが重要である。

　“想定外”に耐えられるＢＣＰ策定に向けて、地

震や感染症等の脅威別に「原因」ベースでＢＣＰ

を作るのでなく、ビジネスに必要な資源別に（人・

設備等）支障が出る「結果」ベースで考えること

経  営  実  践  セ  ミ  ナ  ー
人材育成委員会主催（R02.9.29）

有限責任監査法人トーマツ

リスクアドバイザリー事業本部

シニアマネジャー

平瀬岳彦氏
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会員企業訪問（NO.19） 

～ダイシン化工株式会社～

代表取締役

真柴幸雄氏

　<企業情報 >

　会社名：ダイシン化工株式会社

　創　業：1979 年 11 月

　設　立：1983 年 11 月

　住　所：〒 630-8454

　　　　　奈良市杏町 203 番地の 1

　社員数：167 名

　業　種：プラスチック包装容器の

        　企画・製造・販売

社長様のインタビュー

Ｑ１.創業された経緯と事業内容

　1979 年（昭和 54 年）に、勤務先会社（大阪）

の理解と取引先の協力を得、奈良の西九条町にて

家内と兄の三人で貸工場にて独立創業致しました。

　スタート時は、豆腐・菓子等の容器から新しい

商品の開発にチャレンジし、任天堂のゲームソフ

トケース、日清食品のラ王・ごんぶとの容器、シャー

プ電子部品容器、医療用容器、冷凍食品容器など

拡大挑戦してきました。

　それに伴い、設備も真空圧空成型から熱板成型

へと増強。あらゆる包装容器関連に対応できる設

備環境を整え拡大してきました。

Ｑ２.当社の強み

　企画、デザイン、提案から３次元図面、試作サ

ンプル造りまで一貫して社内で製作できるため、

スピードが速く分析測定機器もあり検証が即でき

ます。

　グループ企業にて、原料シートより生産してい

ますのでコスト競争力があり、小ロットから大ロッ

トまで 24 時間 365 日供給が可能です。

　また、新５Ｓ活動や ISO9001・14001 も取得して

おり、品質・衛生管理も徹底していますので安心

していただけます。

　　　

Ｑ３.人材育成、技術伝承など

　経営理念である、仕事を通じて人間形成に努め、

その和をもって社会に貢献する企業を目指してい

ます。

　人間形成を目的に、新５Ｓ活動を中心に毎週月

曜日の５Ｓ活動、月 1 回研修日を設けて勉強会や

５Ｓ活動、レクリエーションなどを行いコミュニ

ケーションを図っています。

　技術資料の配布、セミナーの参加など働きやす

い職場環境を各委員会にて提案改善しています。

Ｑ４.今後の事業展開について

　弊社のモットーとしています「未知なるものへ

の挑戦」として、海洋プラスチック含む環境問題

やリサイクルを真剣にとらえ、新しいニーズに向

けた開発提案への展開に取り組んでいます。

　CO2 削減、バイオ容器、生分解容器、また新型

コロナウィルスにて食品容器が必要と認識されま

したので、それに適した容器の開発と供給責任へ

の事業展開も行っております。

　働く従業員が誇れる企業、幸せを感じれる企業

を目指していきます。

＜食品包装容器＞

冷凍食品、多種多様な

食品容器・電子レンジ

対応等の耐熱容器

＜医薬部外・

日用雑貨包装容器＞

電子部品容器、社会

や暮らしのさまざま

な分野の容器

　※ホームページ：https://daishinkk.co.jp/

本社・工場
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　働き方改革として長時間労働・

残業時間の削減は喫緊の課題で

あり、業務を見直し改善により

生産性を向上させて行くことは

不可欠であります。

　この状況の中、会員企業の生

産性向上に向けて、(独法）高齢・

障害・求職者雇用支援機構【ポ

リテクセンター】様の委託を受

けて、『生産性向上支援訓練』を実施いたしました。

　この生産性訓練では、企業の生産性を向上させ

るために、生産現場や業務の現状を分析し、課題・

ムダを明らかにし、その改善を進めていく勘所・

手順を学び、生産性の向上を図るために、㈱ KTM

コンサルティング 代表取締役　前田　剛様に「生

産現場の問題解決」を２日間にわたりご指導いた

だきました。

　生産活動におけるムダ・ロスを明らかにして、

ムダの構造を考えムダを見つける目を養いました。

　ワークサンプリングにより、工程を分解して分

析することでムダを顕在化させる手法やＩＥの手

法を活用してムダの見える化・見せる化を行って、

改善を進める手法や手順を体系的に学びました。

　問題点を分析しムダの要因解析することにより、

生産現場の改善を進めていく流れを学びました。

　演習においては、特性要因図により問題の追及

から改善策を考えると共に、特に実際の工場での

段替作業の様子を教材にして、作業や工程の課題

を見つけ出して対策を考えるまでの一連の流れを

自ら考えることで、座学で学んだ知識を一層定着

させていけるように取り組みました。

　今度は「成果を上げる業務改善」「原価管理とコ

ストダウン」をテーマに、業務を広く捉えて日々

の業務改善を通した生産性の向上や、原価の仕組

みの理解や工程・作業を見直したコスト削減によ

り生産性の向上へ繋げるよう実施します。

生産現場の問題解決
（人材育成委員会主催 R02.9.5・9.24）

　現場の中心となる管理者・リー

ダーの意識や必要な知識・スキ

ルを高めていくため、全５回テー

マ毎に「管理者・リーダー養成

講座」を設定しました。

　初回は管理者・リーダーにとっ

て最も重要な観点である「管理

者の役割とリーダーシップ」に

ついて、リーダーとしてのあり

方を学びました。

　研修は、三密を避けると共に、マスクの着用・

換気・消毒の徹底等、新型コロナウイルスの感染

拡大の防止を行いながら実施しました。

　講師には、元住友生命㈱財務部長で、現在は経

営リーダーの育成に取り組まれている㈱山城経営

研究所 顧問 市川邦彦様にご講話を頂きました。

　まず、業績と部下や人間に対する関心度の割合

から自身のリーダーシップスタイルを知ると共に、

カードを使った個人演習で職場での自分の現状を

認識し、リーダーとしてどのようにチームをまと

め、成果を出していくべきかをご指導頂きました。

　管理者は、部下・後輩へのリスペクトを基本に、

相手に対し、意見を積極的に聴く力・伝える力・

気持ちを汲み取る力（非言語コミュニケーション）

等のコミュニケーション能力を養い、信頼関係を

築いていくことの重要性を確認しました。

　また、リーダーに必要な品格について、様々な

リーダーの事例をもとに、部下に何事にも挑戦し

ていく意欲を持たせ、しっかりサポートしていくこ

とが重要であり、リーダーとして創造力を豊かにし、

日々研鑽していかなければならないと学びました。

　特に今回は、世界中で猛威をふるっている新型コ

ロナ感染症の事例を題材に、リーダーとしての的確

な判断・対応等についてご解説頂きました。

　今後は、OJT・部下育成、目標管理・人事考課、

決算書の読み方、コーチングを開催致します。

　【管理者・リーダー養成講座】　

管理者の役割とリーダーシップ
　　　　　　　　　 人材育成委員会主催（R02.9.16）

㈱山城経営研究所

顧問

市川邦彦氏

㈱ KTM ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ
代表取締役
前田 剛 氏
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女性リーダー懇話会

（人材育成委員会主催 R02.9.17）

　女性活躍に取り組んでおられ

る企業の女性リーダーの方をお

招きし、他社のリーダーとの意

見交換・交流を通して、自ら成

長していくリーダー醸成に向け

て「女性リーダー懇話会」を実

施致しました。

　第２回目は、㈱池田工業社 総

務部経理・財務課兼総務課課長 

の大塚美穂様にお越し頂き、女性リーダーとして

の役割と心構えについて、ご経験談をふまえてお

話を頂きました。

　大塚様からは「当社は、明治 35 年創業の玩具・

娯楽用品の企画・製造・卸を行っている。当初は

農機具を扱う会社だったが、ブリキ製の蛍カゴを

発売したのが玩具製造販売の原点である。私は

2003 年に事務部門のパートとして入社したが、翌

年に第２子を授かり、当時は育休制度はなかった

ため退職した。３年後、現会長から復職のお声が

けを頂きパートとして復職し、半年後に正社員に

なった。復職前の事務部門から企画部に異動し、

輸入業務、カタログ製作、玩具の安全基準 ST マー

クの申請・更新等の業務に従事した後、組織改革

後の総務部に異動となり経理を担当した。総務と

して社内全体を見て改善する立場になり、業務が

忙しい時でも日直が全員にお茶出ししている古い

慣習を廃止して業務の効率を上げた。また、男女

共用トイレの改装、休憩室の設置などで働きやす

い職場環境づくりに取り組んだ。多くの業務を経

験したことで、視野も広がり、色々な視点で物事

を判断できるようになった。新しい業務に携わる

ことに抵抗や不安がなかったわけではないが、新

しい仕事へのワクワク感、自分が知らないことを

学べるドキドキ感が勝っていた。失敗を恐れずに

様々なことに興味を持ち、何事にも挑戦すること

が自身の成長につながる。」とお話頂きました。

　

㈱池田工業社
課長

大塚美穂氏

コロナ禍における労務管理セミナー
　　　　　　　　　 人材育成委員会主催（R02.10.13)

“たすかる”サポート森岡事務所

特定社会保険労務士

森岡利行氏

　新型コロナウイルス感染症に

関する対応も踏まえながら、企

業がしなければいけない具体的

な労務管理の事項や就業規則の

整備ポイント等を学ぶ為に「コ

ロナ禍における労務管理セミ

ナー」を開催しました。

　実施においては、新型コロナ

ウイルスの感染拡大防止に向け、

三密を避けながらマスク着用・換気徹底等を行い

ました。

　講師は、“たすかる”サポート森岡事務所　特定

社会保険労務士　森岡利行様にお願いし、新型コ

ロナに感染・疑いがある従業員に対して、実施し

なければいけない項目を一連の流れに沿ってご説

明頂きました。

　特に、対象となる従業員の自主的な休みの場合

と安全配慮義務の為に会社から休業命令を出す場

合の給料の有無や、社内の濃厚接触者に対する対

応、感染状況を社内外に発表する際の個人情報と

の関係性など、気を付けるポイントを詳しくご解

説頂きました。

　新たな働き方として注目されているリモート

ワークについては、正確な労働時間の管理が必要

で、休憩や私用の場合の報告等の管理強化が求め

られます。特に、時間外・休日・深夜労働になる

傾向もあり、勤怠管理や業務把握ができるソフト

の活用など、見える化が重要ということをご説明

頂きました。

　また、ネットワークを利用したリモートワーク

に対しては、モバイル等の貸出、諸経費の限度額

などに関する就業規則・規定の整備と共に、企業

情報を第三者に閲覧させない事や会社の許可を得

ずにソフトウェアのインストールを禁止するなど

情報セキュリティーガイドラインの制定について

もご解説頂きました。

－６－
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　入社半年後の新入社員に対し

て、入社からの仕事を振り返り

ながら、今後の仕事に取組む姿

勢を再確認し、目標に向かって

成長していける人材の育成に向

け、「新入社員フォローアップ研

修」を開催しました。

 実施においては、新型コロナウ

イルスの感染拡大防止に向け、

三密を避けながらマスク着用・換気徹底等を行い

ました。

　講師は、当会の新入社員や管理者の人材育成や

人事管理・採用活動の支援でご指導を頂いている

ＳＡＰ　代表　松本 治 様にお願いしました。

　講義では、仕事を進めていく上で、基本的な考

え方として、「今、自分が何を期待されているのか」

を考え、相手の期待に応える姿勢を持ちながら、

行動することが成長に繋がるということを再確認

しました。

　仕事における目標設定の仕方として、モチベー

ションにより成功が左右されるということから、

目標の適切な設定や目標達成のメリットを明確に

する事が大切であると解説頂きました。

　また、組織と個人との関係について、チームの

成果を上げるために、目標や役割分担を明確にす

ることが重要で、自分自身ができることや、メン

バー個人の持つ「強み」を把握し、相乗効果を生

み出す仕組みを学びました。

　個人演習では、ストレスやモチベーションの度

合いを測ることで現状を把握し、自身に合ったス

トレスに打ち勝つポイントや、自身のやる気スイッ

チのコントロール方法を見つけ出すポイントを学

びました。

　仕事に対して自身が得たいものを図示化し、目

標設定とその目標を達成する為に何をしなければ

いけないのかを具体的に考えていきました。

　

新入社員フォローアップ研修

　　　　　　　　   人材育成委員会主催（R02.10.14)

ＳＡＰ
代表

松本 治 氏

事  務  局  だ  よ  り

　10 月 15 日（木）、毎年恒例の秋季ゴルフ大会を、

マスクの着用・消毒、表彰式・懇親会の中止等、

新型コロナ感染防止対策を徹底して、飛鳥カンツ

リー倶楽部で開催いたしました。

　当日は大変天気に恵まれ、38 名の方にご参加頂

きました。

　今回の優勝は、㈱オオヨドコーポレーション

代表取締役副社長 緒方　慶様で、グロス 94(47･47）

ネット70.4と好成績なスコアでの優勝となりました。

　上位の方々は以下の通りです。

  ・優　勝　緒方　慶　（㈱オオヨドコーポレーション）

　・準優勝　福井一成　（㈱食遊館）

　・第３位　福井克久　（大阪ガス㈱奈良事業所）

令和２年秋季親睦ゴルフ大会

  　

　

社　名　変　更

☆株式会社環境総合テクノス 奈良支店

　　　　　　　  ↓

　株式会社ＫＡＮＳＯテクノス

  　

　

役　職　変　更

☆株式会社呉竹

　　 　常務取締役　　　　西谷　一郎

　　　　　　↓

　　　 代表取締役社長　　西谷　一郎　

総務委員会主催（R02.10.15)
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新　入　会　員　様　ご　紹　介

株式会社アイトピア
　　　　
【概　要】

創　　業：1964 年６月

資 本 金：1,500 万円

代 表 者：代表取締役　

　　　　　　山　本　尚　慶

所 在 地：〒 630-8042　

　　　　　奈良市西ノ京町 18-6

Ｔ Ｅ Ｌ : 0742-36-5077

Ｆ Ａ Ｘ : 0742-33-8700

Ｕ Ｒ Ｌ：https://www.aitopia.com

従 業 員：８名

事業内容 : ダスキン事業（清掃用具レンタル事業、

家事代行業、エアコンクリーニング、ハウスクリー

ニング、その他清掃業）

　弊社は、1964 年に奈良県の第一号ダスキン加盟

店として創業以来、おかげさまで 50 年以上の歴史

を歩んでくることができました。

　環境改善できる商品・サービスをお客様から選

んでいただける会社を目指しています。

　そのために『人』の成長に挑み続け失敗と成長

を重ね、地域で必要とされる企業を目指します。

正会員株式会社花忠
　　　　
【概　要】

創　　業：昭和 40 年４月

資 本 金：300 万円

代 表 者：代表取締役　

　　　　　　小　原　秀　則

所 在 地：〒 630-8265　

　　　　　奈良市宿院町 11 番地

Ｔ Ｅ Ｌ : 0742-22-4379

Ｆ Ａ Ｘ : 0742-22-3830

従 業 員：２名

事業内容 : 生花小売販売

　奈良の皆さまに愛され 80 年余。新しさを売る生

花店として信頼と実績があります。

　ご家庭のディリーユースのお花から特別な日の

お花までシーンに合わせてお手伝い。

　企業様のお付き合いをサポートさせて頂きます。

　花忠の忠は忠義の忠「Loyalty」をモットーにお

客様の期待を裏切ることなく真心込めてお花を届

けます。

正会員

明治牛乳法華寺販売所 福井牛乳店
　　　　
【概　要】

創　　業：昭和 21 年

代 表 者：代表者　

　　　　　　福　井　宣　秋

所 在 地：〒 630-8001　

　　　　　奈良市法華寺町 404 番地

Ｔ Ｅ Ｌ : 0742-33-2386

Ｆ Ａ Ｘ : 0742-33-2387

従 業 員：９名

事業内容 : 牛乳・乳製品の卸し及び宅配業

　株式会社明治の特約店として奈良市内全域に牛

乳・乳製品の宅配をしております。

　昭和 21 年、祖父が乳牛を飼育し牛乳の小売りを

始めて以来、地域の皆様に支えられて現在 3 代目

です。

　地元密着で地域の皆様の健康にご奉仕出来る店

としてスタッフ一同、日々努力しています。

正会員

　

環境 ISO 内部監査員養成講座

　環境問題への取り組みを第三者が証明する「環

境 ISO14001 認証取得」が規模の大小問わずあら

ゆる業種で進められております。

　内部監査員の増員養成、監査員の更なる力量

向上、及び ISO に関する社員・責任者の認識を

補完するためにご活用ください。 

　　

　　　　　　　　　　記

　　日　時：令和 2年 12 月 2 日（水）

　　　　　　9：30 ～ 16：30

　　場　所：奈良県産業振興総合センター

　　　　　　2Ｆ毛皮革棟研修室

　　参加費：13,200 円	／１名

　　　　　　（消費税・テキスト代含）

　　申　込：事務局までご連絡ください
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